
高等学校学習指導要領における地理科目の改訂の方向性として考えられる構成（案）

「地理総合（仮称）」は，主題を基に課題解決的な学習により，社会で生きて働く地理的実践力の育成の場として，
「新選択科目」は，地理総合で習得した地理的な技能，見方や考え方を基に，世界の諸事象の規則性や傾向性など
を系統的に，世界の諸地域の構造や変容などを地誌的に考察した上で，現代日本に求められる国土像の在り方につ
いて構想することにより，高等教育での学びにも繋がる本格的な地理的探究の場として構成する。

(1)様々な地図と
地理的技能

(2)現代世界の
系統地理的考察

(3)現代世界の
地誌的考察

ア 地理情報と地図
イ 地図の活用と地域調査

ア 自然環境
イ 資源，産業
ウ 人口，都市・村落
エ 生活文化，民族・宗教

ア 現代世界の地域区分
イ 現代世界の諸地域

ウ 現代世界と日本

移行

拡充

地理B

現行地理B科目 新必履修科目
「地理総合」(仮称)

⑴地図と地理情報システムの活用

⑵国際理解と国際協力

⑶防災と持続可能な社会の構築

⇒現代世界における日本の国土の特色について多面的・多角的に考察し，
我が国が抱える地理的な諸課題を探究する活動を通して，その解決の
方向性や将来の国土の在り方などについて展望する。

地理に関わる探究科目（仮称）

⑶ 現代日本に求められる国土像

⇒地域の概念，地域区分の意義を考察し，実際に地域を区分する。

⇒地誌的に地域の構造や変容などを考察する。
⇒地域ならではの諸課題と地球的課題の関連性を追究する。

⑵ 現代世界の地誌的考察

⇒系統地理的に事象の規則性や傾向性などを考察する。
⇒それぞれに環境問題，食料問題などの関連諸課題を追究する。

⑴現代世界の系統地理的考察 事象 からのｱﾌﾟﾛｰﾁ

地域 からのｱﾌﾟﾛｰﾁ

ア自然環境 イ資源，産業 ウ人口，都市・村落
エ生活文化，民族・宗教 オ観光，交通・通信等

ア 現代世界の地域区分

イ 現代世界の諸地域

総合的な地理的ｱﾌﾟﾛｰﾁ

「地理総合（仮称）」で身に付
けた学習の成果を活用し探
究を深める科目

資質・能力

既得の地理的な技能，
世界のグローバル化や
持続可能な社会づくり
といった考え方などを
踏まえて

既得の地理的な技能，
世界のグローバル化や
持続可能な社会づくり
といった考え方などを
踏まえて

○世界の空間的な諸事

象の規則性，傾向性

や，世界の諸地域の

構造や変容について

の理解 など

○世界や日本の望まれ

る国土像や地域像の

構築のため，進んで

参加し貢献しようとす

る態度 など

○世界の諸事象を系統

地理的に考察する力

や，世界の諸地域を

地誌的に考察する力

など
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